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平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ
2.32 1.03 2.17 0.76 2.36 0.81 2.47 0.62
女子（n=108） 男子（n=95） 女子（n=93）
B 中学校（n=188）




学校 4.281 0.04 0.01 A中学校＞B中学校








































平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ
3.19 0.92 2.67 0.96 2.66 1.00 2.77 0.80
女子（n=108） 男子（n=95） 女子（n=93）
B 中学校（n=188）





学校 5.301 0.02 0.01 A中学校＞B中学校
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図1　学校別にみたダンスに対するイメージ
図2　ダンスに対する抵抗感の平均値 
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５．討議
５．１　ダンスのジェンダー・イメージについて
　今回の調査では，全体としてダンス・イメージは
平均値をもとに推定すると「どちらかといえば女ら
しい」，そしてその中でＡ中学校とＢ中学校の学校
差のみが認められるという結果となった。前回の調
査（酒向，2013a）では男女差（男子2.63，女子1.98）
があり，男子と女子とでは異なる傾向があるように
推定されたが，今回の調査では「どちらかといえば
女らしい」という従来型のダンスのイメージに偏る
ことが認められた。しかし，このデータをよく検討
すると，図1に示したように，Ｂ中学校においては，
女らしい群と男らしい群がほぼ半々の割合で認めら
れる。これをどのように解釈したらよいだろうか。
　前々回（猪崎，2013）で行ったイメージ調査では，
ダンスに対するジェンダー・イメージを「男性的」
「どちらともいえない」「女性的」の3つから1つを
選択するよう指示した。その結果，男女とも「どち
らともえいない」が7割以上であり，それが中学生
のどのような意識を反映しているのかより詳細に検
討するために，前回と今回の調査においては「どち
らともいえない」という回答項目をはずし，「女性的」
「どちらかといえば女性的」「どちらかといえば男性
的」「男性的」の4つから1つを選択するように質問
の方法を変えている。これは半ば強制的に「女らし
いか」「男らしいか」の二群に振り分ける方法である。
それにより今回の調査では「どちらかといえば女ら
しい」という結果が導かれたものの，Ｂ中学校にお
いて女らしい群と男らしい群が拮抗しているのを見
ると，ダンスに対して男性的なイメージを抱く中学
生も決して少なくない。中学生は「ダンス＝女性的」
とみなしていると単純に捉えるのではなく，男性的
なイメージを抱く者も多い，つまり，あえて質問さ
れると「どちらかといえば女性的」と答えるものの，
実際は女性的なイメージと男性的なイメージの間を
揺れていると見るのが妥当ではないだろうか。前々
回の調査結果である「どちらともいえない」が7割
以上であったことは，中学生がダンスに抱くイメー
ジの実状を反映していたと解釈することもできる。
今回の調査対象校は2校であることから，現在の中
学生のダンスに対するジェンダー・イメージを一般
化するためには，地域を絞った複数校を対象とした
さらなる追調査が必要であろう。
５．２　ダンス対する抵抗感について
　ダンスに対する抵抗感については，前回の調査（酒
向，2013a）では男女ともにどちらかといえば抵抗
感を持っているという結果を示し，女子より男子の
方により強い抵抗感が見られた（男子3.18，女子
2.54）。今回の調査においても，両校で男女ともど
ちらかといえば抵抗感を持っているという同様の傾
向が認められた。また，女子より男子，Ｂ中学校よ
りＡ中学校の方に強い抵抗感が見られた。そして，
交互作用を示した図2からわかるように，今回の調
査で見出された学校差は，それぞれの学校における
男女差の有無である。平均値を見ると，Ｂ中学校の
男女とＡ中学校の女子は2.5以上で2.5に近い値であ
るのに対し，Ａ中学校の男子は3以上の値である。
従って，Ｂ中学校で見られなかった男女差がＡ中学
校で見られた理由は，Ａ中学校の男子が他の3群と
異なる値を取っているからと言える。この結果はど
のように解釈できるだろうか。
　Ａ中学校とＢ中学校の授業背景の大きな違いの一
つとして，生徒が過去に体育における表現の種目を
授業として受けてきたかどうかが挙げられる。Ｂ中
学校は小・中一貫校であり，体育領域で小・中連携
が進んでおり表現の授業にも力を入れている。一方
でＡ中学校は複数の小学校から生徒が集まる市立中
学校であり，生徒は運動会で踊る以外に表現の授業
を受けていない。ここで留意すべきは，ダンス授業
の履修経験がダンスに対して肯定的なイメージとな
り，ジェンダー・イメージも中立になる傾向がある
という先行研究における言説である2）3）4）。Ａ中学
校の男子がダンスに対して強く抵抗感が見られる理
由に，Ｂ中学校の男子に比べて過去のダンス経験が
少ないことが関連している可能性がある。また，Ｂ
中学校のダンスのジェンダー・イメージが男女で拮
抗しているのも，過去の授業の成果である可能性も
ある。しかしながら，Ｂ中学校においても全体的に
はダンスに対して男女ともに抵抗感があること，ま
た男子においてはダンスのジェンダー・イメージと
態度との間に負の相関が見られることなどを考える
と，「授業を受けていれば，抵抗感が薄くなる，ジェ
ンダー・イメージは中立化する」と単純に結びつけ
ることもできない。当たり前ながらこれまで検討さ
れてこなかった，「どのような授業が抵抗感やジェ
ンダー・イメージを変容させるのか」という視点か
ら，授業の内容（教材，指導法）に詳しく迫った研
究が今後の重要な検討課題となるだろう。また，ジェ
ンダー・イメージと態度の間に，Ｂ中学校の男子以
外は負の相関がなかったことも，逆の見方をすれば
着目すべき点の一つである。これは，前回の調査（酒
向，2013a）で指摘したように，ダンスのジェンダ ・ー
イメージと抵抗感の単純な結びつきが成りたってい
ないことを示す結果ともいえるのではないか。
　いずれにしても今回の調査結果は，学校差も大き
中学生のダンスに対するジェンダー・バイアス
− 77 −
く浮上するなど，様々な要因が絡み合った，かなり
複雑に錯綜した現状を現前化している。今後対象校
を増やした規模の大きい調査によって，中学生のダ
ンスに対するイメージや抵抗感についての傾向をよ
り明らかにしていきたい。
〔付記〕
　本研究は，科研費（22310160）および科研費
（24700623）の助成を受けたものである。
注
１）被験者のうち103名（全体の25.5％，Ａ中学校
の47.7％）は，前回の調査（酒向，2013a）の対
象者と重なる。
２）大学生を対象に，ダンスの学習体験がダンスの
イメージの変容にどのように影響するかを検討した
結果，ダンスに対して肯定的なイメージ項目の数値
が高くなると同時に，性的なイメージ項目の値が中
立に近づいたと報告している（石井・武井，1996）。
３）宮本（2002）は，中学生を対象に授業前後のジ
ェンダー・バイアスの変容を検討した質問紙調査
において，ジェンダー・バイアスが中立の方向に
変容することを報告している。
４）筆者らの前回の調査（猪崎，2013）においても，
授業後の感想から否定的にダンスをとらえていた
男子が肯定的な捉え方をする傾向が見られた。
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